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軽井沢に自生する草花を、画家の石川功
一さん（1937〜 2007）のスケッチとエ
ッセーで楽しむことができる一冊。1994
年発行の初版の改訂増補版。散策のお供
にもおすすめ。

金曜日の本屋
〜今月のおすすめ〜
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　昭和30年以前の軽井沢を知るお年
寄りの話を聞き集めている町民有志
「軽井沢・聞き取り物語実行委員会」
が、インタビューを録画し映像に残
す取り組みを始めた。
　第一弾として、新軽井沢の小林四
郎さん（94歳）に、子どもの頃の暮
らしぶり、楽しんだ遊びなどを聞い
たインタビューを撮影。小林さんが
1970年代後半に、幼い頃を思い出し、
軽井沢の風景や生活の様子を描いた
数十枚の墨絵とともに編集し「小林
四郎物語」（仮称）として年内にはま
とめたい考えだ。インタビューの中

昔の軽井沢知る人の
インタビューを映像に

で、小林さんは、馬取の家のすぐ近
くにあった競馬場について説明。「か
っこいい馬ばかりで、見惚れて羨ま
しかった」。馬主と仲良くなって馬に
乗せてもらった体験談なども語った。
　同会の山岸征男さんは「本にまと
めることも必要だが、映像だとより
伝わると考えた。軽井沢の子どもた
ちにも観てもらいたい」と話した。

　岩手県大槌町の郷土芸能「臼澤鹿
子踊り（うすざわししおどり）」を伝
える「臼澤鹿子踊保存会」が7月31
日、農産物直売施設「軽井沢発地市庭」
で舞いを披露した。
　「鹿子踊り」は、神の使いとされる
鹿にまつわる伝承を題材にした舞い
で、約400年前から岩手県各地に伝
わるもの。鹿頭（ししがしら）と呼
ばれる面をかぶった踊り方が、笛と
太鼓の演奏に合わせ、上下左右に体
を揺らし躍動。ドロノキを薄く削っ
た「カンナガラ」と呼ばれるたてが
みを振り回し、力強く舞った。
　発地の70代の女性は「素晴らしか
った。この辺ではみない動き。小学
生が伝統芸能に取り組んでいるのは
感心する」と話していた。

　「避暑地軽井沢」130周年を記念
して本紙154号で募集した、「軽井
沢へ宛てたラブレター」の大賞が
決定した。多数の応募の中から満
場一致で大賞に選ばれたのは、ペ
ンネーム風夏さんの“大好きだ”。

同作品は選定
コメントと共
に、現在発売
中の「軽井沢
ヴィネット」
119号に掲載さ
れている。

「軽井沢へ宛てたラブレター」
大賞発表

発売中の軽井沢ヴィ
ネット119号。

　岩手県大槌町の訪問を前に、町内
3小学校の児童各3人と、軽井沢中
学校の生徒 18人が 7月 21日、「大
槌町派遣研修結団式」を開き、意気
込みを語った。
　軽井沢中部小学校児童会長のボル
ジャ・ダグラスさんは「震災のとき
一番大変だったことは何か、聞いて
学んで軽井沢で震災が起こったとき
に、どうすべきか考えたい」。軽井沢
中学校生徒会長の内田準ノ介さんは
「大槌の皆さんとの絆を深め、軽井沢
町とを結ぶ新たな架け橋となれるよ
う努めたい」と思いを述べた。
　生徒らは大槌町の小中一貫校「大
槌学園」を訪れ交流。資源物回収や
寄付で集めた資金で作った軽井沢彫
の大槌学園校章も届けた。
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